
火
災
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
住
民
に
知
ら
せ
る
警
報
器
は
、
火
災
の
早
期
発
見
の
決
め
手
で
す
。

設
置
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
義
務
で
す

火
災
の
現
状

　
令
和
３
年
中
に
発
生
し
た
全
国
の

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
9
1
3
人

助
成
制
度

　
市
で
は
、
住
宅
火
災
か
ら
人
命
を

守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

購
入
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
世
帯

全
員
が
75
歳
以
上
で
市
税
に
滞
納
が

な
い
人

助
成
額
／
設
置
に
か
か
る
費
用
の
２

分
の
１
以
内
で
５
、
0
0
0
円
ま
で

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。

火
災
警
報
器
の
種
類
／
煙
式

設
置
場
所
／
寝
室
、
２
階
に
寝
室
が

あ
る
場
合
は
階
段

申
し
込
み
方
法
／
購
入
や
設
置
の
前

に
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、
海
上
・

飯
岡
・
干
潟
分
署
に

あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
消

防
本
部
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
と
交
換

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ

な
ど
で
火
災
を
検
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
設
置
後
10
年
を
経

過
し
た
ら
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
定
期
的
に
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ

も
を
引
い
て
点
検
し
、
音
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
63
‐
5
3
5
6

内容／火災警報器の点検方法を確認し、実際に鳴
らす体験や、火災警報器助成制度の案内、消防車
の見学、記念撮影会など
日時／11月26日（土）　午前10時～午後１時
場所／イオンタウン旭　駐車場
参加費／無料
※子どもには、先着300人に消防ミニタオルをプ
レゼントします。

住宅用火災警報器の啓発イベント
来て！見て！鳴らして！

消防車を近くで見てみよう

で
、
そ
の
う
ち
約
半
数
が
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。
年
齢
別
で
は
65

歳
以
上
の
人
が
約
７
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

あ
っ
て
よ
か
っ
た

火
災
警
報
器

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

こ
と
で
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
就
寝
中
、
掛
け
布
団
が
電
気
ス

ト
ー
ブ
に
触
れ
て
焦
げ
、
寝
室
の

警
報
器
が
鳴
動
。
水
を
か
け
て
大

事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
寝
た
ば
こ
に
よ
り
、
布
団
か
ら
発

煙
し
、
寝
室
の
警
報
器
が
鳴
動
。

浴
槽
の
水
に
布
団
を
浸
し
て
大
事

に
至
ら
な
か
っ
た
。

●
２
階
で
就
寝
中
、
１
階
の
台
所
か

ら
出
火
し
、
階
段
の
警
報
器
が
鳴

動
。
早
期
に
避
難
が
で
き
た
。

広報あさひ　2022.11.15 2


